


































































係が検討されている。Riketta (2005) のメタ分析の結果では，OIDと職務満足の間にはr = .54


















出典：van Dick, et al . (2004)















ではr = -.42 (p<.01)，PTではr = -.38 (p<.01)の負の相関があることが報告されている。これ
らの結果から，OIDが離転職意思に強く影響を与える要因であることを示唆している。 
これら３つの概念の関係について，van Dick, Christ, Stellmacher, Wagner, Ahlswede, Grubba, 
Hauptmeier, Hohfeld, Moltzen, & Tissington (2004)が，地方銀行２行，コールセンター，医療






et al. (2004) のモデル(Fig.1)を用い，媒介分析(Mediation analysis, Baron & Kenny, 1986)の枠
組みに依拠した分析を行う。具体的には，離転職意思に対するOIDが及ぼす影響を直接効








→  職務満足を媒介したOIDの間接効果が有意な負の値を示す。 
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雇用形態 性別 平均年齢 (SD) 勤続年数 (SD)
男性 241 35.73 8.59 9.32 6.52 140
女性 100 28.95 8.02 6.89 6.66 22
小計 341 33.74 8.97 8.60 6.64 162
男性 185 37.46 17.19 3.50 3.93 62
女性 1,573 46.40 12.29 5.59 5.33 1,185
小計 1,758 45.46 13.18 5.37 5.24 1,247














A 県を中心に店舗展開する小売流通業 B 社の労働組合に協力を仰いだ。51 店舗の労働組
合に属する従業員 2,487 名に質問票が 2011 年 10 月 1 日に配布された。対象組織の各店舗
の従業員に対して趣旨説明を掲載した質問紙を配布し，無記名で回答を求めた。質問紙は
個々が封入した上で各店の回収箱に投函し、調査期間最終日の 2011 年 10 月 30 日に店舗ご
とに回収された。すべての質問に回答したものを有効回答とした結果，2,099 データが有効




勤続年数を尋ねた。サンプルの属性は，Table1 に示す通り，正社員は男性 241 名，女性 100
名，PT は男性 185 名，女性 1,573 名であった。全体の平均年齢は 43.56 歳（SD：13.31），













1 性別 (M:1, F:2) 1.000 .208 ** -.283 ** .122 ** .063 ** .033 -.096 **
2 年齢 -.345 ** 1.000 -.507 ** .390 ** .176 ** .148 ** -.201 **
3 結婚 (既婚1，未婚2） .329 ** -.377 ** 1.000 -.151 ** -.096 ** -.105 ** .167 **
4 在籍期間 -.167 ** .605 ** -.225 ** 1.000 .111 ** .069 ** -.083 **
5 OID -.104 + .054 -.046 -.031 1.000 .617 ** -.403 **
6 職務満足 -.106 + .072 -.095 + -.076 .627 ** 1.000 -.514 **
7 離転職意思 .209 ** -.116 * .129 * .026 -.354 ** -.400 ** 1.000














形態別に行った。その結果を Table２に示す。正社員(Table2 左下)，PT(Table2 右上)ともに
各変数間には有意な相関が認められた。 
つぎに，正社員の OID が離転職意思に及ぼす影響について，媒介変数を職務満足として
分析を行った(Fig.２)。OID から職務満足のパスは，β =.61 (p <.01)となり有意な正の関係性
が確認された。また，職務満足が離転職意思に及ぼす影響も β= -.27 (p <.01)となり，負の
関係性が有意であった。OID から離転職意思へのパス係数は，OID から離転職意思への直


























転職意思に及ぼす影響は，職務満足を媒介することによって，β = -.33 (p <.01)から β= -.17 (p 
<.01)へと変化した。これらの結果，職務満足による間接効果は β = -.16 であったため，こ
の値についてブートストラップ法(サンプリング2000回)による95％信頼区間の推定を行っ
た。その結果，信頼区間には 0 が含まれておらず，職務満足による媒介効果が有意となり，
職務満足の部分媒介効果が認められた (Table 3)。 
同様に，PT の OID が離転職意思に及ぼす影響について，職務満足を媒介変数として分
析を行った(Fig.３)。OID から職務満足のパスは，β =.61 (p <.01)となり有意な正の関係性が
確認された。また，職務満足が離転職意思に及ぼす影響も β = -.42 (p <.01)となり，負の関
係性が有意であった。PT の OID が離転職意思に及ぼす影響は，職務満足を媒介すること
によって，β = -.38 (p <.01)から β = -.12 (p <.01)へと変化した。これらの結果，職務満足によ
る間接効果は β = -.26 であったため，この値についてもブートストラップ法(サンプリング






a OID→職務満足 .61 ** .05 14.83 ** .000
b 職務満足→離転職意思 -.27 ** .07 -4.62 ** .000
c OID→離転職意思 -.17 ** .08 -2.69 * .007
パートタイマー(PT)
a OID→職務満足 .61 ** .02 32.84 ** .000
b 職務満足→離転職意思 -.42 ** .03 -16.63 ** .000
c OID→離転職意思 -.12 ** .04 -5.36 ** .000











本研究の目的は，正社員と PT の OID，職務満足，離転職意思の関係性について，van Dick 
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Effect of Organization Identification and Job Satisfaction on 
Turnover Intentions: Focusing on Employment Types 
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Abstract: The purpose of this study is to clarify the effect of organizational 
identification (OID) and job satisfaction (JS) on turnover intentions (TOI) of regular 
workers and part-timers.  We conducted a survey among 2099 workers (341 regulars, 
1758 part-timers), and examined the direct effect of OID on TOI and indirect effect of 
OID on TOI via JS.  The results showed that the direct effect of the regular workers 
wasβ=-.33(p<.01), and their indirect effect was β=-.17(95% CI [-.24,-.08]), and the 
direct effect of part-timers was β=-.38(p<.01) and their indirect effect was β=-.12(95% 
CI [-.29,-.22]).  Based on these results this study concludes that OID and JS are highly 
associated with TOI regardless of employment types, and that a mediatorial role of JS 
between OID and TOI is strongly suggested. 
Key Words: Organizational Identification, Job Satisfaction, Turnover Intentions 
 
